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高知女子大学看護学会長
松 本 女 里
未曽有の大震災に見舞われた東日本､ その被害の大きさ､ すさまじさは筆舌に尽くし難いものでした｡ こ
の様子は､ 国内は及ばす､ 世界中の人々に地震､ 津波の恐ろしさを報せました｡ また､ 一方で､ 発生後しば
らく被災地でない都市部の店頭から商品がなくなったり､ 品薄になったり､ 食料や日常生活必需品の確保に
奔走する様子が見られました｡ 原発事故は放射能による土壌や農作物への汚染､ 内部被曝の問題等､ 人体へ
の影響が言われ､ 住民の不安はつのり､ 放射能による風評被害もまた､ 日常生活への様々な影響を与えてお
ります｡
被災地支援ＮＰＯプロジェクトの一員として参加する機会を得､ 福島県の避難所での健康相談､ 仮説住宅
へ移転してからの家庭訪問での健康チェック等､ 看護職としての能力を活かしてお手伝いをいたしました｡
被災者の方々に接しながら､ 看護職の仕事の重要性､ 活かしていくことの大切さを強く感じました｡ 看護職
者は何時､ 如何なるときにも､ 生命の維持・確保ができるよう確かな知識と技術を身につけておくことが重
要であると痛感いたしました｡
この惨状の中で弱者､ 特に高齢者の方々の健康問題は深刻で､ ストレスも大きく､ 持病の悪化や体調不良
を訴える人も多くありました｡ 反面､ 高齢者の持つ生活の知恵､ たくましく生き抜く力の素晴らしさに教え
られることが多くあり､ 逆境にもめげず､ 笑顔とユーモアで笑い飛ばして生きてゆくしたたかな面も見せつ
けられ､ 逆に勇気づけられたものでした｡ 人間の強さ､ もろさを見せつけられた被災地での現状､ このよう
な中で､ 私たち看護職は､ 何ができるのか､ 何をしてゆかねばならぬのか､ 深く考えさせられました｡
まず､ 人間として何を､ 命を守る看護職として何ができるのか､ しなくてはならぬのか｡ 常に対応できる
知識・技術の修得が必須となります｡ そのためには､ 日ごろから臨機応変の対応ができる研鑽をすることが
欠かせません｡ 常に問題意識を持ち､ 物事を探求する目を持ち続けることが必要でしょう｡
看護は､ 実践の科学といわれます｡ 実践する力をそなえてこと､ 始めて役に立つ仕事ができると考えます｡
看護のプロとして誇りを持って仕事ができるように常に研鑽を続けてゆかねばなりません｡
本学会は､ 皆様方の研鑽の場のひとつとして､ 大きく発展・充実してゆくことが望まれます｡
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